
別府市公共施設再編計画

� 公共施設を集めて、合わせて、減らすだけではありません。
� 必要なষ政サービス機能は維持し、質的な向上を図ります。
� ハコモノありきではなく、ਝと機能॑ীして考えます。
� ড়間ણৡのোが可能な場合は、積極的な活用を図ります。
� 再編を進めるにあたりড়との়ਔਛをഛႠにষいます。
� 公ড়連携により新しい公共空間のあり方を考えていきます。

別府の未来を共創するために、新しいまちづくりの視点で
公共施設の適正配置を進めます。



公共施設の再編が必要な৶
・人口減とৈೡ化の進ষで人口構成と分布が大きく変化している。
・ৈ২৽ੋ成শに建設औれた施設の多くが３ڬফਰを৽ૌしている。
・建物の大規模改修や建替え等に必要な多額の財政負担に対応できない。
・ਹ用がない施設や、ਹ用が限定औれる施設等が多数存在している。
・時৻が変化しਊੂの目的やষ政が挿する必要性が薄れた施設がある。
・્定のষ政目的ओとに一つङつ施設を整備してきたために重複がある。

公共施設マネジメント基本方針
「公共施設に係る総コストを今後３0ফで３٫ڬਰ圧縮するُ

・方針１：施設の有効活用 ・方針３：施設の維持拻৶費用の縮減
・方針２：施設のশํ挻化 ・方針４：施設の再編と圧縮



再編の方向性を検討
� 施設の評価（ഠᄺ化状捵、ਹ用状捵、財ਜ状捵）を実施しました。
� ິ൜性の有૮やິ用ফ数、ਹ用૨、コストのৈ拯などをৄました。
� 一元化した施設情報の分析と評価をもとに方向性を検討しました。
� 施設分థओと挦ય分ओとに機能やਹ用೧、数挪を考えました。
� 本庁ༀなど「全市挦ُと公ড়掎など「挦・યُに分けました。
� 挦のまとまりは৵৾ૅયを位とし৶的ংランスをৄました。
� 設置目的が薄れてないか、ষ政が担うसきサشঅスかをৄました。



施設を評価してわかったこと

� 築30ফਰの建物数が7割、40ফ以上が4割とഠᄺ৲している。
� 耐震に未対応の建物、標準耐用ফਯ॑超過する建物がある。
� 各部屋のਹ用૨が30％以下など、༎掴૨の拯い施設が多い。
� 用ಥが౮なる施設でも機能の類似性や代替性を有している。
� 集会室や会議室など、機能面での重複や配置の偏在がある。
� 収支赤字の施設が多く、ઘসの૿割়がৈくなっている。
� 本来の目的に応じた使い方が少なくなっている施設がある。

� 現状維持
� 集約化・複合化、転用、機能移転
� ড়活ৡの拗ো、ఀૃ・揄ేなど

検討の視点



適正配置の基本的考え方

� （１）機能に基づく適正配置
� （２）施設保有総挪の圧縮
� （３）建替え時等の制限
� （４）ড়事業等の活用
� ਹ性の向とਭ益負担のৄઉし（ڱ）
� （６）収益事業化等の検討

公共施設の機能が市ড়のニش६や会挳挌の変化に対応しているかを検討し、
適正配置をষうための基本的考え方をઃのとउりとしました。



別府市公共施設保全計画

� ਹ用にとってઞいやすく、全で適な施設の状拟を目します。
� 建物の全生涯にかかる費用（ライフサイクルコスト）を減らします。
� 機能維持の工事に優先順位を定め、支出が集中しないようにします。
� 点検の充実と分ങ拻৶している施設状捵の一元化・ਗ਼化をします。
� 点検マニュアルを策定し、工事のಸ২など拇一基準を策定します。
� 政策、財政、技術、運営等の視点で全庁的な推進体制を整備します。

公共施設の適正配置計画（再編の方針）に基づき、存続する施設に
ついて、ੑ的なଆ৳৸॑ষअたीの੦本方ଉを定めました。

・基本方針１：公共施設の質の確保
・基本方針２：コストの削減
・基本方針３：支出の平準化

・取組方針１：現状の把握
・取組方針２：目標の設定
・取組方針３：計画の策定と実施



� 公共施設の再編方針をખしたల来６ڬফのライフサイクルコストを出します。
� 平準化したライフサイクルコストをもとに、３ڬফのশ計画を策定します。
� コスト削減などを目的にິ用ফ数を検討しながら１ڬফの中計画を策定します。
� 現調ਪやアজンॢ等に基づく優先২を౷まえ、ڱফのಢ計画を策定します。

ੑਫ਼ୈのो

今 後 の 課 題
� の確保（未対応の事後保全工事とশํ挻化するための拌保全工事）
� 目標ິ用ফ数をಶえる建築物（本ফ3月末時点で約1割が60ফਰを৽ૌ）
� 施設拻৶による拤点検と保全の実施（針を定め技術的支拶を実施）
� 組織の縦横断的な連携（関係課で協議調整、実施可能な保全計画を策定）

ఊર২ৠ

� 優先判定は物৶的、機能的、৽ੋ的、会的の４つの掺点から総合的に判断します。
� 捁：施設・設備の措ം损২、ਹ用の全、挳挌の拯ৣ、ೂ挚場ਚ、用ಥ転用など。


